
はじめに

本校では、数年前からスケッチの課題に取り組んでいる。スケッチは、写生や空想画の下絵として、あるいは、デ

ザインや工芸作品などのアイデアをメモするアイデアスケッチとして、美術の授業の中では基礎的なことであり欠か

せないものである。今回の新指導要領の改訂でも、「すべての表現活動の技能的基礎であり、誰でも楽しめるスケッ

チをする。」ことが取り上げられている。この「誰でも楽しめる」というところが大切である。楽しむ九めには、自

分なりにかいたものが、他人に認められ、自分で納得がいくくらいの自信が持てなければならない。

人間の発達段階では、自分の思ったことや知ったことを、思うがままにかいて楽しむ時期があり、成長するに従っ

て、見たものに似せてかこうとし、もっと正確にかきたいという欲求が生まれてくる。そして、他人がどのように自

分の絵を見ているのかが気になってくるのもこの時期であり、自分でも、自然に見えないとか、どぅもおかしい、形

がゆがんでいると気づくのもこの頃である。ここで、「自分は、絵が思うようにかけないから嫌だ。」となるか、「な

んとか見たようにかけるし、楽しいから好きだよ。」となるか、二通りに分かれてくると思われる。そこで、前者の

ようにならない九めには、自分なりにかくことができて、自信が持てることが大切である。そのためには、繰り返し

ものをよく見てかき、自分なりにかける自信がっくまで練習する必要がある。基礎練習を繰り返し、自信がっいてやっ

と、楽しみながら絵をかくことができるのではないかと思われる。

本校でも、「絵をかくのが苦手だ。」「うまくかけなくて嫌だ。」という生徒が少なからずいる。そうぃう生徒たちか

一人でも少なくなるように、そして、上手下手ではなく少しでも絵をかくことに慣れて、おっくうでなくなるように、

自分なりに楽しみながらかけるようにというような願いを込めて、毎週のスケッチ活動に取り組んでいる。

毎週のスケッチ活動を通して

毎週のスケッチ活動を通して

Ⅱ実践のねらい

前項でも述べたように、毎週のスケ・"チ活動を通して、生徒たち一人ひとりが少しでも絵をかくことに慣れて自信

を持ち、楽しみながらかけるようになれば、という願いを込めてこの活動に取り組んでいる。そして、「絵がかける

ようになってきた。」という自信をきっかけに、少しでも美術に対する興味や関心を持たせてやりたいと考えている。
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Ⅲ取り組みの実際と考察

1.対象と方法

住)文寸象一・ー・1年生 160名、 2年生 157名、 3年生 152名計 469名

(2)方法'ーー・次の美術の時間までに、何か1つ題材(モチーフ)を見っけてスケッチをし、美術の時間にスケッチ

ブ・"クを提出する。教師は、提出されたスケッチブックに目を通し、毎回5段階にチェックし、励ま

しのコメントや簡単な指導を記入し、早めに返却する。

2.生徒たちの反応

スケッチの課題に取り組み始めた当初は、毎回ほぽ全員のスケッチブックが提出されていたが、次第にその数が減っ

てきたり、学年が上がるに従って提出状況が悪くなってきたりした。また、かくモチーフがワンハ゜ターン化されたり、

雑になったりしてきた。生徒たちも、毎回の課題に少し疲れたり、モチーフを探すことに疲れてきたようである。そ
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こで時々、「今週のテーマ:台所にあるもの」「今週のテーマ:玄関にあるもの」というような形で、モチーフ探しの

ヒントを与えてみ九りした。また、提出されたスケッチの中から、よく見てかいているものやユニークなモチーフの

もの、生き生きとした線でかかれているもの、明暗のつけ方が参考になりそうなもの、その子なりによくかけている

ものなどを、できるだけいろいろな作品で、いろいろな生徒のものをコピーして掲示してみた。

コピー掲示①
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2週間から1力月に1回位の割合で新しいスケッチのコピーを掲示するのだが、新しいものがはり出されてしばら

くは、掲示板の前に人だかりがする。「これうまいねえ。」「誰のかなあ。」「あっ、私のが出てる。」「おもしろいもの

コピー掲示②③

がかいてあるねえ。」「みんながどんなものをかいているのか

参考になる。」など、生徒への反響は大きい。時には、「この

前はってあった花のコピー、良かっナこらもらえませんか?」

と言って来る生徒もいた。ともあれ、生徒たちのスケ"チを

コピーして掲示することは、少なからず生徒九ちに刺激を与

えたようである。

毎週提出されるスケッチを単なる課題で終わらせず、何と

かみんなに発表し鑑賞してもらう場はないものかと考え、思

いっいたコピー掲示であるが、残念なことにコピーすると、

鉛筆の微妙な線や濃淡などが失われがちになる。やはり、コ

ピーはコピーでしかなく、本物に勝るものはない。生徒たち

直筆のスケ・"チの良い所を見せてやりたいと思う。何か良い

方法はないだろうかと現在思案中である。

3.生徒たちの実態

ところで、生徒たちは、この毎週の課題となっているスケッ

チにっいて、どのように受けとめているのだろうか。右のよ

うなアンケート調査を行い、生徒たちの実態を調べてみた。
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0アンケート結果
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全体

住)アンケートの結果から

①~半数以上の生徒が、スケッチに取り組み、スケッチブ、"クの提出を重ねているが、全体の5%も全くして

いないと答えている生徒がいるのも見逃せない。また、学年が上がるにっれて、取り組み状況が悪くなって

きている。

②~スケッチを繰り返すことで、「自分なりにうまくなった」「まあまあうまくなっ九と思、う」生徒がほほ'7割

で、スケ・"チをしてきた成果がうかがえる。

③~「かくことに慣れてきた」「まあまあ慣れてきナこ」生徒がほぽ8割で、かくことへの苦手意識をもっ生徒

が少なくなったようである。しかし①との関連からか、学年が上がるにっれて、「かくことに慣れてきた」

とする生徒が、少しずっ減ってきている。

④~スケ・"チをする時に気をうけていることは、「かげや明暗をっける」が最も多く、全体の半数以上を占め

ていた。次いで「そのものらしさを出す」「立体感を出す」「丁寧にかく」「バランスや形をよく見てかく」

などがあげられた。中に少数ではあるが、「前の注意を忘れない」とか「心をこめてかく」という回答もあ

り、'、と心暖まるものがあった。生徒九ちは、自分なりにいろいろ考えてスケッチに取り組んでいることが

わかっ九。

⑤~スケッチをコピーして掲示されることにっいては、「友達の良い所がわかっていい」「うまい人のを見て感

心する」「勉強になる、参考になる」という回答が圧倒的であった。また、「目標にすることができる」「自
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分のがでたらうれしい」「掲示されるようがんは'り九い」「やる気がわく」「自分のもだしてほしい」という

回答も多く、コピーして掲示されることを、ひとっの励みにしている生徒九ちもいることがわかった。反面、

「イニシャルを入れないでほしい」「恥ずかしい」「プレッシャーを感じる」という回答もあった。また、

掲示されたコピーを参考にモチーフ探しをする生徒もいるようである。

⑥~スケッチをして気がっいたことや困っナこことでは、「スケッチするものがなくなる」「モチーフを探すのに

困る」という回答が多く、スケッチブ、"クの提出が少なくなってくる原因のひとっと考えられる。また、

「かげのっけ方が難しい、わからない」「うまくかけない」とか「かげのっけ方がわかってきた」という回答

があり、④の回答と呼応して、明暗やかげのっけ方を気にかけながらスケ・,チしている生徒が多くいること

がわかった。他に、「かげとものの色との区別を鉛筆でどう表現し九ら良いか」とか「消しゴムの使い方を

工夫すると、上手にかけることに気がっい九」「形がよく見えるようになっておもしろい」「生き物は難しい」

「ガラスや水は難しい」「継続は力なり」「初めよりうまくなった」など、生徒たちは、自分なりに様々な発

見をし、問題意識をもちながらスケッチに取り組んでいることがわかった。またスケッチブックが大きすき

ると持ち運びがしにくく、荷物の多い生徒九ちにとって、特に電車や自転車通学の生徒たちにとっては、持

ち帰りにくいようである。これから、鞄に入って手軽に持ち歩けるスケッチブックの大きさというのも考え

てやる必要があるかもしれない。

②モチーフの選択

以上、アンケート調査の結果をまとめてみたが、その中に、「モチーフを探すのに困る」ということが出てきた。

そこで、生徒九ちはどんなものをスケッチのモチーフとして選んでいるのか調べてみた。各学年とも、最も多かっ

九ものから上位5番めまでをあげておく。

美奈子

1年生

1.文房具

2.小物、置物

3.花、植物

4.食器など台所にある物

5.果物、野菜、菓子等の食べ物

どの学年でも、「自分の部屋や身のまわりにあるもの」「自分がよく使うもの」をモチーフとして選んでいる。中

には、少数ではあるが、「今までにかいたことがないもの」「人がかきそうにないもの」とか「形のおもしろいもの」

「形がごちゃごちゃして難しいもの」「左右対称でないもの」とか「大切なもの」「思い出のあるもの」というよう

に、奇をてらったり、モチーフの形に注目したり、自分の思い入れからモチーフを探したりしている生徒もいる。

(3)スケッチの能力

2年生

1.文房具

2.小物、置物

3.花、植物

4.果物、野菜、菓子等の食べ物

5.机の上や中のもの

レベノレ
0スケッチの能力についての一応のめやす

2

ごく単純な直線的形体のものを見て、だい九いそれらしく表せる。

3

直線的形体や簡単な曲線的形体のものを見て、だいたいそれらしく表せる。

4

見たものや考え九ことの大まかな特徴をとらえてそれらしく表せる。

3年生

1.文房具

2.人物、手

3.花、植物

4.小物、置物

5.果物、野菜、菓子等の食べ物

5

見たものや考えたことの特徴や陰影、立体感、全体の感じなどをとらえて的確に表せる。

見たものや考えたことを、質感や雰囲気をとらえて表しナこり、ものとものとの関係をとらえ、創造的に表せる。
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毎週のスケッチ活動を通して

スケッチの能力にっいて、一応のめやすを前頁のように設け、実際に生徒たちのスケッチをレベル別に分けてみ

ナこ。対象としたのは、 2年生150名(欠席7名)であるが、他の学年でもほぼ同じょうな傾向が見られる。

レベル1
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^ー
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レベル4

一応上記のように5段階に分けてみたが、レベル3からレベル4へ、レベル4からレベル5へ移行できそうな生

徒は何人も見うけられる。毎週のスケッチの評価では、このような 5段階評価はとっていない。まず、提出されな

いもの、完全に'、ざけきってかいているものは評価の対象としない。提出されたスケッチを、「まあまあですね」

「よくできました」「まいった完壁です」の判子で3段階に評価している。もちろん、コメントもっけ加える。普段

は、相対的な評価ではなく、生徒たちを励ます意味で絶対的な評価にしている。他の生徒と比べれば形がうまくと

れていなくても、その生徒なりにがんばってものを見てかいていれば「よくできました」であるし、日頃他の生徒

よりうまくかいていても、その生徒にしては手を抜いてかいている時は「まあまあですね」であり、それより下の

「もう少しがんばれ」の判子を押す時もある。生徒たちの中には、この判子が定着していて、「全段階の判子を押し

てもらおう」とか「次は『まいった完壁です』がもらえるようにがんばろう」「今日のスケッチは『まいった完壁』

だぞ」という'、うに、ひとっの励みや楽しみにしている生徒もいる。また、前学年の時にはあまり目にとまらなかっ

たが、スケッチを続けて提出しているうちに、「この生徒はこんなにかけてたかな?」「この生徒はうまくなったな」

と感じる生徒九ちが、出てくるようになってきた。

④興味・関心

生徒たちにとって、初めは単なる学習の課題であったスケッチであるが、毎週続けてき九り友達のスケッチを見
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て、あるいはある作家の絵に触発されて、

スケッチ① 3-1 R. S

奥

少しずつかく
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ことに興味や関心をもってくる生徒が出てき九。
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スケッチ①のように、スケッチをしながら生じ

九疑問や、技術的なアドバイスを求めて、スケ・"

チの横にメモをして提出してくる生徒たちもいる。

その場合は、私なりに感想やアドバイスを書いて

返却してやる。

時には、アドバイスにまた質問事項が返ってき

ナこり、スケ."チとは関係のない事が書かれていた

り、スケッチとメモ程度の交換日記のような形に

なることもあった。

スケッチ②

鉛筆のスケ、"チだけではあき足ら

ず、水彩絵の具や色鉛筆などで、色

をつけてくる生徒九ちもいる。
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夏休み中は、毎週のスケ."チを課題としてはいないが、これまでの習慣からか、「夏休みにかいたから見て下さ

い」とか自由制作として、あるいは、「1日 1つスケッチをする」ことを自主的な取り組みとして、やってきた生

徒たちもいる。

スケッチ③

これは、夏休み中に絵日記のように毎日1つスケッチをかいてき九生徒の作品と、最後の感想である。
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スケッチ④

この生徒は、 1年生の夏休みに星野富弘氏の作品に出会い感動し、それ以後、自分のスケ・"チに短い言葉や文章

を載せ、モチーフからうける感じを表現するようになった。また、選ぶモチーフも花や野菜などの植物が多い。ス

ケ.,チに陰影をっけることを好まず、いきいきとした線描だけで表現することが多い。
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この他にも、手だけをモチーフにする生徒や手に何かを持っている所だけをかく生徒、いろいろ種類をかえなが

ら花だけモチーフにする生徒など、モチーフ選びに凝っている生徒もいる。

このようにいろいろな方向で、かくことに少しずっ興味や関心をもち、自信をっけてきた生徒たちが出てきたこ

とは、うれしいかぎりである。
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4.生徒たちの感想から

生徒たちが、これまでにスケッチをしてきてどのような感想をもっているのか、学年ごとにいくっかあげておく。

1年生

0週に 1回スケッチするクセみたいなのがついたので、

スケッチをしない時にも「これをかくと面白そうだ

な」とか思うようになった。

0気分転換にスケッチをするのはすごく楽しい、面白

いです。それに、自分なりにうまくかけた時の満足

感がすごくいい。

0かげのつけ方も最初に比べて技術も高くなったし、

自分の線でかき表すことができるのが、不思議で面

白い。

0たまにすごく面倒臭いと思う時があるけど、かき終

えた時その作品がうまく仕上がっ九時はとてもうれ

毎週のスケッチ活動を通して

ーフ9-

2年生

0スケッチをしてきて、小学校の頃ものすごく絵が下

手だった自分が少々ましな絵をかけるようになった。

0最初はとても不安だったのですが、2年間続けたお

カ"ナでそれなりのコツもわかったし、気軽にスケッ

チできるようになったので、とても良かったと思っ

ています。

0絵はうまくなったと思うが、スケッチの技術はあま

り身についてないと思う。もっと技術を教えて。

0絶対うまくなったと思う。絵をかくことにあまり興

味がなかっ九けど、楽しくなってきた。

0いつも小さくしかかけなかったので、 1ページを使っ

てかいた時は気持ちょかった。色もつけてみたい。

しい。

0スケッチをするようになって、あまりまじまじと見

てなかった物の意外なところが見つけられたと思う。

0細々し九物でも小さい物でも、それなりにかげや形

をもっているので楽しいです。

0いろいろな物をかくと、これまでに気づかなかった

ことが見えてきて良いと思っ九。

0私は絵が苦手なので、スケッチをすることがあまり

好きではない。スケッチするのに時間がかかりすぎ

てしまう。だ'からちょっと嫌って感じがする。でも

最近、ほんの少しうまくなった気がしないでもない。

01回だけ掲示されたけれど、もっと上手になりたい。

3年生

01年の時のスケッチブックを見ると、美術がまだ好

きではなかった頃の雑で下手なスケッチがあります。

2、 3年ではスケッチをするのが結構楽しみになっ

て少しうまくなったと思います。

0初めよりうまくなったと自分は思う。「まいっナこ完

壁」をもらうのが夢だったけど、 2回ももらえてと

ても満足である。

03年間スケッチをしていると、題材がなくなってい

つも困ってしまう。でもモチーフを探すのも結構楽

しい。絵をかくのも好きになれた。

0自分なりにかげのつけ方等を工夫するようになって、

最初の方よりょくなっ九りして、楽しくかけ九。

0かげのつけ方とか、初めは何も知らなくて適当にぬ

りつぶしていたけど、授業で習った事を応用して斜

線を重ねてかげをつくったりしているうちに、だん

だん本物らしくなっていって少しうれしかった。

01週間に1度は絵をかく機会があって、自然に物を

かく事に慣れてき九。美術の時間に提出という事が

なかったら、普段は全くかく機会がなくて作品もう

まくできないと思う。

0物のかげのつけ方や、物を立体的にだんだんかける

ようになってきまし九。

0そろそろ題材がつきてきた。いつも1時間以上かけ

るので集中力がついた。

0うまくなると面白くなってきますね。

0試験前とか少し時間があるとスケッチをしまし九。

ちょっとした息抜きにもなって、とても楽しくスケッ

チできました。

0スケッチをする事によって、私が1番苦手としてい

た「物を見てかく」というのが少し得意になったの

でうれしいです。

0やっていたら、 1年の時より結構うまくなっ九と思

う。少し驚いた。



美奈子奥

この他に、モチーフ探しに困っているという感想が多かっ九。特に学年が上がるにつれて身辺のものはかきつくし

てしまい、何をかくか見っけるのに時間がかかるようである。また、かき慣れてきた生徒はそうでもないが、かくの

に時間をかける生徒にとっては、試験前の課題はきついようである。毎週の課題だと面倒臭くなったり、かくのがだ

んだん雑になってくると感じる生徒も多いようである。

Ⅳまとめ

毎週のスケッチの課題を続けてきて、絵をかくことに少しずつ慣れ、自分なりにうまくなってきていると感じてい

る生徒が増えてきたように思われる。ま九学年を追うごとに、確実にかく力が身についてきたなと思える生徒が何人

も見うけられる。これは彼等の努力の成果であり、確かに彼等の自信となっているはずである。自分の中で少しずつ

でも自信がっいてくればスケッチすることへの関心がわき、かく楽しみが味わえるようになってくる。そして、ひい

てはそれが絵をかくことや美術全体に対する興味や関心につながってくるのではないだろう力、私自身、そう願いな

がらスケ、"チを通しての生徒たちとの対話を繰り返し、少しずつの成果を楽しみにしながら毎週のスケッチを続けて

いるところである。しかし、成果を上げている生徒九ちぱかりではなく、毎週のスケッチを続けて行くためには様々

な問題点も抱えている。

生徒たちのアンケートや感想から、次のような問題点があげられる。 0スケッチの回数は毎週でいいの力、回数が

多くはない力、 0モチーフ探しに手間取る生徒への配慮はどぅし九らいい力、 0スケッチに取り組まない生徒、スケッ

チブ."クを全く提出しない生徒へはどぅ対処すれば良いか、など。これらの問題を考えながら、できるだけ生徒たち

への時間的、精神的負担を軽減する方向で検討し、スケッチの活動を続けて行きたいと考える。また、スケッチを課

題として呈示するだけではなく、授業時間に取り入れ、全体での実技的な指導も加えながら取り組んで行く方法も考

えたいと思っている。

今後、生徒たちがどれだけスケッチの楽しみを味わい、美術に興味、関心をもってくれるか未知数ではあるが、ス

ケッチブ"クでの対話を通しながら、少しでも美術が好きになってくれるように願いながら、このスケッチの活動を

続けて行きたいと考える。
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